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A：予定を上回る進捗

B：概ね予定どおり

C：遅れている。

「佐渡金銀山」保存・活用行動計画

令和６年度事業点検・評価調書　
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事
業
概
要

【事業目的】

企業や住民団体等が自主的に実施する保全活動を支援し、資産保護の意識醸成を推進する。

【事業内容】

ホームページや各種広報媒体を通じて、各団体の保全活動内容を紹介するなど、保護意識の積
極的な普及・啓発活動を行う。

【本計画終了時点のゴール】

企業や市民団体等による自主的な保全活動を促進するため、市民が参加する普及啓発活動を
年間10件実施する。
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事業(施策)名
１３　保全活動を通した資産保護意識の
　　　普及・啓発

佐渡市世界遺産推進課

第3章　佐渡金銀山の保存管理
取組項目 民間による保全活動の推進

関連団体
県文化課、佐渡を世界遺産にする会、佐渡
を世界遺産にする新潟の会

事業実施期間 Ｈ28～R６

民間団体等と連携し、資産保護意識の醸成に繋がるような普及啓発活動を実施した。
　主な活動内容：草刈りボランティア活動、講演会・講座、現地見学会
　●令和４年度　11件　　　　●令和５年度　12件
　●令和３年度　 ９件
　●令和２年度　10件
　●令和元年度　９件
　●平成30年度　６件
　●平成29年度　６件
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【R６年度計画】

市民を対象とした事業を開催する。
　初心者向け入門解説会３回、現地見学会３回、草刈りボランティア活動１回

【R６年度実績】

市民を対象として以下の事業を開催した。
　初心者向けの入門解説会３回、現地学習会３回、草刈ボランティア活動１回
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題
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業
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【ゴールに対する計画終了時の達成度】

　　〔　A  ・  B  ・  C　〕

幅広い地域・世代の意識醸成が必要であるほか、新規参加者の人数を増やす必要がある。

平成29年度から令和６年度末までの８年間の累計事業件数70件であり、年間平均8.7回であるこ
とから、Ｂ評価とした。
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